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果を与え，HCI一メターノール法．はその30％にすぎず，
Ba（OH）2法ではコリンの測定が不可能であった。
　［註1NaOH法の結果はこ．のsphingomyelin中にコリン
が14％有含されていることを示す。燐脂質が4％のPを
含有するとせば，分子量は775となり，コリン塩酸塩，分
子量139．6の理論値は18．01％となる。
　弐に3製品を混合して3水解法を比較した結果は第3表
．の如くである。製晶1）或は2）に比して製品3）をやや過利
に加えた場合には，HCI一メタノール法ほNaOH法に匹敵
する数値を示したが，Ba（0恥法ほなお不充分であった。
製品2＞1こ比して製品3）を極少：量加えた場合にはBa（OH）2
法もまた満足すべ．き結果を与えた。
結 論
　　1）肝燐脂質及び大豆燐脂質中のコリンの測定
にはHC1一メタノール法，　NaOHアルコール法，及
びBa（OH）2アルコール法，何れ．も満足すべき’結果
を与える。
　　2）Sphingomyelin中のコリン測定にはNaOH
法のみが使用し得る。　　　　　　”
　　3）Sphingomyelinに適当量の肝燐脂質或は大
豆燐脂質を加えればHC1一メタノール法並びに
Ba（OH）2法ともにNaOH法に匹敵する優秀な結果
が得．られる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（目召禾030．2．17受f寸）
Summary
　　　Three　hydrolysis－methods　of　Phospholipids，　namely　HCI－methanol，　NaOH－alcohol　and
Ba（OH）2－alcohol　method　were　compared　as　choline　determination　methods．
　　　While・a　reasonable　amount　of　choline　wqs　found　using　the　above　3　methods　in　liver
and　soybean　phospholipids，　which　are　composed　mainly　of　glycerophospholipids，　it　was
found　that　NaOH－alcohol　method　alone　can　be　successfully　utilized　to　determine　the
amount　of　choline　in　Sphingomye］in．
　　　It　was　noted　however　that　an　addition　of　appropriate　amounts　of　glycrophospholipids
to　the　sphingomyelin　preparatiQns，　rendered　the　determination　of　chQline　in　sphingomyelin
by　HCI－method　and　Ba（OH）fl　alcohol　method　equal　to　NaOH－method．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Feb．　17，　1955）
